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考察「絵画製作」2
―しなやかな造形活動を求めて―
佐 藤 五 十 五
ま え が き
人間の身体には,本能的に機能してゆくものと,自ら獲得しなければならない機能とがあ
る｡｢這い｣｢立ち｣｢歩く｣という人間らしさを得る本能的な機能にしても,何回となく繰 り
返してようやくでき,更に繰り返して柔軟な身のこなしを得ると言えよう｡それは野生に生
きる動物と大いに異るところである｡彼らは,生れ落ちて数時間のうちに敵から逃れる身の
こなしを発揮できるからである｡幼児期に於いて獲得される身体の機能は,どんな機能と言
えども数知れぬ繰 り返しを必要とするであろう｡
さて,幼児教育に於いて,造形活動は幼児の成長 ･発達とどのような関わり方を持って,
その指導の前提としたらよいのであろうか｡成長 ･発達とは,繰 り返しての動作によって身
体化 (獲得)することができた機能や感覚能力のしなやかさや拡がりである｡従来,造形活
動は作品を作ることを通して幼児の成長,発達を見ていくという傾向が強く,幼児の成長や
発達とは消極的な関わり方であったと言えよう｡また,作品製作という本来性から,や り直
しのきかない緊張を伴った活動になり勝で,多分に慎重な動作を要求していると言える｡そ
こでは,活発な活動というより萎縮した動作に陥り易く,また何回も繰 り返して取 り組むと
いう期待は得られないであろう｡幼児の造形活動は,何回も何回も繰 り返して取 り組みたい
という欲求を生んで,はじめて,のびのびとした活動になり,そこから豊かな発想が生れ創
造的な活動-と発展すると言える｡何回も何回も繰 り返して取 り組むということは,冒頭に
触れた身体の機能の獲得と一脈通ずるものがあると言える｡それは,造形活動が本来的に身
体の機能と密接な関係を持っていることの表われであろう｡身体の境能は,具体的には ｢動
作｣と呼ぶことができる｡この動作と ｢物｣との関わりあいが造形活動である｡そこで造形
活動のねらいを,この ｢動作｣の ｢繰り返し｣に置いて考えてみると,幼児の成長,発達と
密接な関わりを持った活動の展開が期待できると言えよう｡それは,時に,造形活動という
一般的な共通理解からはみ出したり,あるいは全く,他の領域で考察されるべき活動内容で
あったりもするであろう｡しかし,幼児の造形教育は決して造形の分野のみのピラミッドを
目指してはなるまい｡柔軟な思考と柔軟な発想とは,あらゆる分野や日常生活の場に於いて
求められると言えよう｡
1 つかむ(掴む)･つかまえる(描まえる,捉まえる)
乳幼児が手に触れたものを反射的に ｢つかむ｣ことから始まって,この動作は幼児の身体
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の動作のうちでも早く,その機能が生ずる動作である｡栂指対向という貴重な人間の手の指
の機能によって可能な動作でもある｡この事の動作では ｢にぎる｣｢持つ｣｢つまむ｣｢取る｣
などと共通した働きで,特に ｢にぎる｣という動作とほとんど互換できると言える｡しかし
｢にぎる｣と比べると,やや荒っぽい瞬間的,反射的な動作のニュアンスがあり,目的や意
図する所を動作の前提に置かず,動物的な本能的な動作と見ることができる｡それ故に,こ
の動作は,なかなか活動として位置付けることは難しいが,新生児の種々の認知活動の際の
感覚感受の動作として大切な任を持っていると言える｡
oお母さんのおっぱいをつかむ｡
oお母さんの洋服をつかむ｡
oお母さんの髪の毛をつかむ｡
oお父さんの指をつかむ｡
o晒乳ぴんを両手でつかむ｡
｡四角い積み木をつかむ｡
oお菓子をつかむ｡
｡豆腐をつかむ｡
oたまごをつかむ｡
お母さんの身体から始まって,身近な物,おもちゃ,食べ物等,目にするものをほじから
つかんでは口に持っていく動作は,本能的な認知活動ということができよう｡軟 らか い も
の,硬いもの,丸いもの,四角いもの,暖かいもの,冷たいもの,糸田いもの,太いもの,育
の出るもの,転がるもの,痛いもの,滑るもの,つぶれるもの--･等々｡こうした物 の持
つ,それぞれの特質を ｢つかむ｣という動作を通して知っていくと言える0
o新聞紙をつかむ｡
oクレヨンをつかむ｡
o小石をつかむ｡
0秒をつかむ｡
oビー玉をたくさんつかむ｡
o草をつかむ｡
o雪をつかむ｡
o泡をつかむ｡
身体の機能から言えば,ちょうどこの頃つかまり立ちから歩行-と,世界が拡がり,手の
役割も身体を支えることから解放されて ｢つかむ｣｢持つ｣｢にぎる｣｢投げる｣｢まわす｣｢こ
ろがす｣｢やぶく｣と,より手らしい動作を拡げていく時でもある｡つかんで転が し,つか
んで投げ,つかんでまわし,つかんでやぶき等,他の動作と複合してダイナミックな活動に
変化し最早 ｢つかむ｣という単独な動作は消滅してしまっているとも言える｡
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o蛙をつかまえる｡
｡トンボをつかまえる｡
｡どじょうをつかまえる｡
o帽子でバッタをつかまえる｡
o網で蝶をつかまえる｡
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｢つかむ｣という動作も生き物を対象にすると ｢つかまえる｣となる｡生き物を手でつかま
えることは,幼児の生活経験の上で色々な意味付けができよう｡まず何よりも｢つかまえる｣
という動作は,手先だけの機能ばかりでなく,足や腰や全身の種々の機能が活発になり,俊
敏でかつまた,しなやかな身のこなしを必要とする｡身近かな小動物を追いかけることは,
自然との直接の触れ合いであり,そこから生れる生き物に寄せるやさしい心情,あるいは発
見や驚き,そこから生れる観察力や感動は成長していく幼児の生活経験としては貴重な意味
がある｡これは必死に ｢つかまえる｣という動作を通してのみ得られる内容である｡
o手で水をつかまえる｡
｡手で落ちる砂をつかまえる｡
0両手で落葉をつかまえる｡
0両手でたき火の煙をつかまえる｡
o風にのって飛ぶシャボン玉をつかまえる｡
o身体で吹いてくる風をつかまえる｡
｡風をビニール袋でつかまえる.
水をつかまえようとしたり,風に舞う落葉をつかまえようとしたりするのは,動くという
ことから生き物と同化して捉えている幼児らしい動作である0号たつかまえた り,つかんだ
りできるのは固体に限られているわけであるが,つかみようもない液体を相手 にす る こと
で,停滞している動作を刺激して活動的にさせる意味もあろう｡そうした意味 では,｢たき
火の煙をつかまえたり,シャボン玉を追ってつかまえたり｣という動作も具体的には,何も
つかまえられないがしかし,つかまえるという手,あるいは身体の動作は幾度も繰 り返され
ることができ,停滞気味の活動にはよい刺激であろう｡一見不可能と思われる動作 内容で
ち,ちょっとした発想の工夫で幼児にとっては,実に楽しい何回も繰 り返した い動作 にな
る.風を身体でつかまえるというパントマイム的な動作でも,大きなどニ-ル袋ひとつで,
喜々とした全身的な動作として繰 り返しが期待できるであろう｡こうして,つかまえた風さ
んを集めてみると,子供達はそこからまた,他の活動-の発展を兄い出すこともできるであ
ろう｡
2 に ぎ る(握る)
｢にぎる｣という動作は ｢つかむ｣という動作とほとんど同じような身体機能であるoLか
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し ｢にぎる｣という動作は ｢つかむ｣という瞬間的な意味合の濃い動作と比べると,目的や
意図も明確で計画的な動作であると言える｡握ることの最も端的な例としての ｢おにぎりを
にぎる｣という活動に,その代表的な意味を見ることができるであろう｡一方同じような身
体機能でありながら ｢おにぎりをつかむ｣という動作になると明らかに異なる動作内容を示
していよう｡両手の指を閉じてそろえ,砂の固まり具合を確かめながら,力を込めて握ると
いう動作には,その結果できあがるものに対しての強い思いがこもっていると言える｡これ
は ｢つかむ｣という動作にはない計画的な内容である｡
0秒をにぎる｡
o粘土をにぎる｡
Oティシュベーパ-をにぎるo
o毛糸をにぎる｡
o雪をにぎる｡
l二
手の中に入れて握ることができ,また握ることによって形が変るものは,次の動作を誘う
と言える｡｢小さいおにぎりできるかな｣という働き掛けで充分活動は展開しよ う｡｢これは
ねずみさんのおにぎりかな｣｢もっと小さいおにぎりできるかな｣助言は握る動作を繰 り返
すことのためである｡｢三角おむすびできるかな｣｢ほそながおむすびできるかな｣｢大きな
おむすびできるかな｣｢ぞうきんのおむすびこれくらいかな｣--･また握ったおむすびを｢な
らべる｣｢つなげる｣という他の動作との複合によって,そこから幼児なりきの発想や展開が
生れるであろう｡
oシャベルをにぎる｡
o金槌をにぎる｡
o鋸をにぎる｡
｡ホチキスをにぎる｡
oひもをにぎる｡
0-ソドルをにぎる｡
｡スプーンをにぎる｡
oドアのノブをにぎる｡
o水道の蛇口をにぎる｡
握るには,当然のことながら握力としての ｢にぎる｣動作がある｡しかしこれらは ｢にぎ
る｣ことそのものより,握って掘ったり,たたいたり,切ったり,とじたり,からめた り等
の他の動作の複合として意味のある動作であると言える｡特に道具である物との関わ りにお
ける動作で,その結果に対する期待も大きく活気のある活動となろう｡一般に道具は使用目
的があって初めて使われると言えるが,幼児にとっての使用目的は ｢たたき｣｢釘をうち｣
｢切る｣という動作としての目的で充分満足がいくであろう｡反対に,作品として船を作る
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とかロボットを作るという目的を持って,その工程として金槌が必要になり鋸が必要になり
という使用目的では,頻度が少なく,金槌がうまく使えず,鋸がうまく切れず｢先生やって｣
になったり,｢できる人だけ｣になったり活動が停滞したりで,もう一度作 りたいという意欲
を生むのは難かしいことであろう｡｢この板つながるかな｣｢この釘下まで通るかな｣｢この
枝切れるかな｣そうした取 り組ませ方だけで充分活動は繰 り返されるであろう｡そしてつな
がった板切れは船になったり,橋になったり,あるいは川になったり幼児なりきの発想で新
しく誕生すると言える｡しかしそれは二次的な発想のひとつの刺激や活力として生かし,安
易に船作りや橋作りという作品作りに発展させないであくまで,うつだけ,切るだけにおさ
えるのも大事な指導方法であろう｡勿論それは幼児の実態を充分に踏まえた上で判断 され
るOまた握力としての ｢にぎる｣動作ではあるが,ただ力まかせに握るばかりではなく,軽
く握ったり,バランスや方向や角度を調整したり,握 り具合を確かめたりと感覚的な動作で
もある｡そうした機能は道具を使うということで初めて兄い出すことができるであろう｡そ
してそれは,たくさんの繰り返し動作なしには不可能である｡
3 つ ま む (摘む ･撮む ･挑む)
手の機能としては指先の対向する栂指と人差し指 ･中指の三指での動作で,対象は小さな
もの,軽いもの,突起のあるもの等が主である｡語源として,つめ (爪)の動詞化したもの
という解釈がある｡従って指先の爪に力を入れてはさみ持つということが一般的な動作であ
ると言える｡｢振る｣｢持つ｣｢つかむ｣等の手全体の機能から分化した動作と見られ,這い這
いをする幼児がその途中兄い出した小さな細い糸くずを何とか ｢つまみ｣あげようとするほ
ほえましい動作に,この分化した機能を知ることができる｡
｡はしで豆をつまむ｡
o棒切れで小石をつまむ｡
oビ-玉をつまむ｡
o虫ピンをつまむ｡
｡こまの芯棒をつまむ｡
｢つまむ｣という独立した動作のみで,こうした活動を繰り返し展開するのは難しい｡つま
んで並べる,つまんで穴に入れる,つまんで差して並べる,つまんで廻すというように他の
変化のある動作と複合することによって,繰 り返す活動が展開できるであろう｡また,はし
やピンセットなどつまむ道具を使ってこの動作に取 り組むというのも難易度を付加すること
によって,活動への刺激を得ることになろう｡丸くて小さく硬いものをはしでつまむのは指
先でつまむのとは比べものにならない程難しい動作である｡それだけに一回だけではなく何
回も何回も繰り返す活動にならなくては意味がない｡それには,つまんだもので新しい変化
のある展開になれば,一番よいと言える｡例えば,絵の具を濃目に溶いたコップをいくつか
並べて置き ｢つまんだら上から落してみよう,どれに入るかな｣ということで変化のある活
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動になろう｡更に ｢コップの中からつまみ出し紙の上に転がしてみよう｣ということで色の
ついたビー玉がまた変化を生じるであろう｡｢つまむ｣という動作は,それのみでは単純すぎ
て取 り組みの活力が得られない.どうしても具体的な変化を生じる動作と複合した動作にし
なくては繰り返しの活動が展開しないであろう｡
oお菓子をつまむ｡
o塩をつまむ｡
oぶどうをつまむ｡
oようじをつまむ｡
oはしでおかずをつまむ｡
｢つまむ｣はまた ｢取って食べる｣という語意でもあるように,食事の動作としてしばしば
繰 り返されるであろう｡そこで小石も,ビー玉も,小さな紙切れも食べ物に見たてることに
よって,つまんでお皿に一杯にしたり,｢食べる｣という模擬動作によって,おかわりをして
また,つまんで一杯にするという繰 り返し活動が期待できよう0
4 や ぶ く(破く)
｢やぶく｣は ｢やぶる(破)｣と ｢さく(裂)｣との合成語で,紙や布など薄いものをひきさく
ことを意味している｡幼児の動作としてみると,｢つかむ｣｢ひっぼる｣｢にぎる｣｢つまむ｣等
の手先の動作が一連したもので,具体的な変化を伴い単純な動作にとどまらず一つの活動に
発展する内容を持っている｡乳幼児に初発するこの動作は,やや暴力的な荒々しい動作を含
衣,また視覚的な変化ばかりでなく ｢音｣の発生という付帯する感覚感受に増幅されて,し
ばしば繰 り返される｡破くことを通して得られる身体機能は,単に機能の分化のみの価値よ
りもその制御力に大きな意味があると言えよう｡つまり線の通 りに ｢やぶく｣ことができた
り,あるいはとても小さく｢やぶく｣ことができたり,長く続けて ｢やぶく｣ことができた
りということで,それらがまた変化のある展開を約束してくれることになると言えよう0
o新聞紙をやぶく｡
o画用紙をやぶく｡
oチラシをやぶく｡
o障子をやぶく｡
oティシュペーパーをやぶく｡
oダンボ-ルをやぶく｡
紙類を種々破かせる.航の質,あるいは紙の縦と横によってその破け方は違 う｡また紙の
大きさ,厚さは一つの抵抗感として意味があろう.破いた紙を取 り上げて｢何に見えるかな｣
という問いかけは,幼児なりきの柔軟な発想を生む活動に展開し,またたくさん集めて大き
な箱に入れ,お風呂やプールに発展し,あるいは高い所から子供達の上に雪を降らせ,また
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雪集めをしてと ｢やぶく｣ことから種々な活動に発展し,また ｢もっとやぶこう｣という繰
り返しが期待できよう｡
｡布切れをやぶく｡
｡手拭いをやぶく｡
oビニールをやぶく｡
｡アルミホイルをやぶく｡
C葉っぱをやぶく｡
紙類から離れて布やビニール等,種々な材質のものを破いてみる｡布を破くのには,ちょ
っとした力が必要であろう｡｢ひきさく｣という勢いとコツも必要である｡なかなか,お母さ
んのやるようにはできない｡細 くひきさかれた布は結べば長い電車になり,束ねて集めれば
何やら動物のしっばになりそうだ｡もっと作ろうという幼児の声が聞こえそうである｡
｡お菓子の袋をやぶく｡
｡みかんの皮をやぶく｡
o封筒をやぶく｡
oトイレット･ペーパーをやぶく｡
0日めくりカレンダーをやぶく｡
破 くことは,廃棄すること,否定することに一脈通ずるが,肯定的な必要性のある動作と
して,こうした日常的な場面で度々繰 り返されるべきであろう｡
5 ま げ ろ (曲げる)
針金などの棒状のものを曲げることに,その特長的な動作を見ることができる｡｢まげる｣
ためには,しっか り握 り持つことや押した り押さえた り引いた りという手先に力を集中しな
ければならない動作を複合する必要がある｡抵抗感のある物との関わ り合いによって,手の
機能は強さを兄い出すであろう｡
｡モールを指に巻いてまげる｡
｡針金を鉛筆に巻いてまげる｡
｡針金をペンチでまげる｡
o釘を金槌でまげる｡
o竹ひごを発泡スチロールに差してまげる｡
｡ようじを折ってまげる｡
｢まげる｣動作によって物は形を変え,幼児の興味はそこに集まるが,単に曲げることで色
々の物と取 り組んでみても,活動としては成 り立たないであろう｡つまり何を曲げるかとい
うことより,どのように曲げるかという曲げ方にねらいを置いた取 り組みを志向しなくては
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なるまい｡例えば,モールを丸 く曲げる,三角に曲げる,線に合わせて曲げる,鉛筆に巻い
て曲げる,らせん状に曲げる,S字形に曲げる等,同じ材料でもその曲げ方には色々の方法
がある｡しかしこうした方法上の興味だけでは,活動として内容のある展開は望めないであ
ろう｡それは,それぞれの動作項目について繰 り返して述べたように,一つの動作によって
具体化された物,その物を使っての活動が発想されなければだめだと言 うことである｡でき
れば,その発想は幼児にまかせ,それを待って活動を展開することが望ましいであろう｡発
想の取 り上げ方は,その活動を拡げ展開したなら,また繰 り返して何回も何回も ｢まげる｣
動作に立帰る必要性がでてくるという判断を得て決められると言えよう｡またモールを例に
とれば,｢丸くまげて転がす｣｢三角にまげてつなげる｣｢まげてつなげてぶらさげる｣のよう
に活動をうながす動作を複合して発想を待ってもよいであろう｡竹ひごや竹串は曲げる限度
を越えると折れてしまう｡湯に入れた り,火にかざせばそうした心配はなくなるが折れる折
れないの限度を知っていくのが,この ｢まげる｣動作でもある｡
6 まるめる(丸める ･円める)
｢にぎる｣動作と似ていて,それよりもより軽ろやかなしなやかさを得た手の動作と言えよう
か｡強く握って固めたものを手の平を平らに開いて,両方の手で挟んで軽くころころと転が
す動作で,お団子作 りにその特長的な動作を見ることができる｡
o粘土をまるめる｡
o砂をまるめる｡
o紙粘土をまるめる｡
o雪をまるめる｡
oティシュペーパーをまるめるo
o綿をまるめる｡
oアル ミホイルをまるめる｡
何を丸めるにしても何度も何度も繰 り返すことによってしか動作を身体化することはでき
ないであろう｡丸めることが可能な色々な材料に取 り組ませることは,材料経験という一つ
の拡が りを得ることのためばか りでなくマンネリ化してしまう単純動作-のカンフルで意欲
的な動作活動を継続してゆくための手だてでもある｡勿論,丸めてできたたくさん の物か
ら,お団子,おむすび, T)ンゴ, ミカン,お手玉,ボール,パチンコ玉･.-･等の幼児からの
発想を得て,新しい展開になれば活動に弾みがつき,継続した動作活動が可能 で あ ろ う｡
｢まるめて投げる｣｢まるめて転がす｣｢まるめてつなげる｣｢まるめて詰める｣｢まるめ て当
てる｣等の複合動作からも展開の発想を得ることができるであろう｡
o広告のチラシをまるめる｡
o新聞紙を長 くまるめる｡
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o身体をまるめる｡
oジュータンマットをまるめる｡
o木の葉 ･草の葉をまるめる｡
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｢まるめる｣という動作からは,球体のまんまるの形態の他に丸い筒状の形も生れる｡広告
のチラシ紙や新聞紙を長くまるめて刀にした り,ノミットにしたり,望遠鏡に見たてた り,あ
るいは片方を細く片方を太く丸めてラッパやメガホンにしたり,幼児なりきの発想と展開が
得られるであろう｡また自分の身体を丸めてマットに転がったり,そのマットを丸めて片付
けたり等は手先で丸めることから全身を使っての丸める活動への発展である｡木の葉を丸め
て口にくわえて鳴らすのは ｢まるめる｣コツと吹き方のコツと葉っぱの選び方との複合的な
動作の活動で,とっかえ,ひっかえや り直し,そのうちやっと自分なりきのコツを見つけて
音が出るという物と動作の典型的な関わ り方の活動例と言えよう｡
7 ころがす(転がす)･ころがる
物が転がるというのは変化のある動きそのもので,単なる移動とは違う｡｢ころがす｣とい
う動作は,回転して移動していくための初動の力を加えること,あるいは物の置かれている
台を上げて適当な傾斜をつけることである｡転がる物は一様に丸いという特長を持 ってい
るQしかし丸いといっても長く九かったり,平らで丸かった り,円錐状に九かったり,卵の
ように丸かったりと様々である｡どのように転がっていくか,あるいはどんな力を加えるの
か,どんな坂で転がり出すのか自らの動作で体験したいことである｡
o指先でころがす｡
o手の平でころがす｡
o足でころがす｡
0日で吹いてころがす｡
oうちわであおいでころがす｡
o全身でころがす｡
指先で転がすものの代表はビー玉であるOこれはビー玉をつまんで指先に力をためて,は
じき出すようにして転がさないとスピード感のある一直線の転がりにならないO粘土を平ら
にするのし棒は手の平で転がさないとだめだ｡軽くて丸いもの,小さいものは口で吹いても
転がるであろう｢ころがす｣ことそのものに対する興味は動きのある変化があり持続して繰 り
返すことができるであろう｡ゲーム的な取 り組みとして持続した動作を考えてもよいし,漢
た紙で丸いものを ｢まるめる｣という動作の発展として ｢ころがす｣という動作を組み入れ
て考えてもよいであろう｡
o紙テープをころがす｡
oクレヨンをころがす｡
64 研究紀要 (第2号)
｡ローラーをころがす｡
｡絵の具のついた筆をころがす｡
o鉛筆に糸を巻いて絵の具をつけてころがす｡
o雪の上でタイヤをころがす｡
転がすことによって生ずる変化は転がるものそれ自身である場合と転がった こ とに よっ
て,そこに跡付けられ,あるいは結果として新たに生じたものを兄い出す場合とがある｡転
がることによって跡付けられたり,その結果として表われ出たものは幼児にとって驚きのあ
る発見となろう｡長い廊下,広いリズム室等に白い模造紙を一杯に拡げて ｢どこまで転がる
かな｣という一言で活動は展開しよう｡長く転がったテープの道,赤い道,黄色い道-･･･表
われ出た非日常的な場面から受ける感動は大いに期待できるであろう｡勿論その後テープを
糊ではったり,まとめてテープ引きをしたり,半分の半分,その半分の半分と切った り,ち
ぎったり,むすんだ りと色々な動作に展開は可能であるし,子供達の発想にそのきっかけは
兄い出せるであろう｡
oサイコロをころがす｡
｡積み木をころがす｡
oだるまさんをころがす｡
oマットの上で友達をころがす｡
o草の上でころがる｡
o雪の上でころがる｡
先に,この動作は丸いという特長的な形態があって可能であると述べたが,転がりそうも
ないものをいかに転がすかというのも柔軟な動作のためには必要なことであろう｡ちょっと
したきっかけを与えられれば自動的に転がっていくものは ｢ころがす｣という意欲的な働き
かけからすれば,余 りにも拍子抜けでかなりの難点を加えてはじめて動作化できることを考
えれば,転がすことのためには抵抗感のあるものの方がよいと言える｡サイコロは真四角の
立方体である｡しかし手の平に乗せて軽く勢いをつけて落してやるとコロコロと転がる｡双
六のゲームを通して何回も何回も繰 り返される動作である｡また転がしてほ起き上 り,転が
しては起き上る七転八起のだるまは,不思議さも手伝って,この動作には欠かせないものと
言えよう｡また転がすという他動詞としての動作は自動詞としての ｢ころがる｣という動作
に置き換えることもできよう｡自分がだるまさんになって転んだ り,芋虫になってゴロゴロ
転がったりの体験は物と自分との一体感を表現できる幼児らしい動作であると言えよう｡
8 な らべる(並べる)
具体的な身体の動作としては,並べるものを指でつかんで持ったり,つまんで持った り,
置いたり,立てたりということで/ミラソス感覚や数量感覚等の感覚的な動作である｡また絵
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画表現の一時期に並べ書きという特長的な表現を見るように,並べるということはそのそれ
ぞれと自分とが全て等距離で対しているという内面的な理解を見ることができる｡並べられ
たものと数は幼児の世界とその拡がりであろう｡
oマッチ棒を長くならべる｡
oマッチ棒を丸くならべる｡
o同じ大きさの小石をたくさんならべる｡
oビー玉をまっすぐにならべる｡
o積み木を大きい順にならべる｡
並べる方法は長く,丸く,あるいはまっすくや等の形態や二列 ･三列,大 ･小,同じ大きさ
等の数量,あるいは色等によって工夫することができよう｡ここでも,この並べる動作が活
気を持って繰 り返される活動になるためには,並んだ物,その状態に対しての楽しい発想が
必要となろう｡特に並べる物によってその発想の拡がりが得られることは,並べるという単
独の動作としてより,破いてならべる,つまんで並べる,塗って並べる,切って並べる等の
動作の複合として有効な意味を有する動作であると言えよう｡
oテーブルに食器をならべる｡
oおほしをならべる｡
oカルタをならべる｡
o碁石をならべる｡
oスリッパをならべる｡
0本を棚にならべる｡
準備をし用意をすることや整理をし片付けることなども並べるという言葉で表わされる｡
これらは必らずLも列になったり等間隔で置かれる必要はないが,物の用途に合わせた置き
方が ｢ならべる｣ことになると言える｡遊んだ後の ｢お片付｣やお母さんの ｢お手伝い｣に
日常的に繰 り返される動作と言える｡
9 ぬ る (塗る)
｢ぬる｣という動作はクレヨンを ｢持つ｣筆を ｢持つ｣その手の動きによる動作で ｢かく｣
という動作と一体のものである｡｢ぬる｣ということで,あえてその違いを兄い出すならば,
それはやや反復的な動きの多い動作であると言えようか｡｢ぬる｣ことは色による変化を伴っ
たもので,物の表情を作 り,物を浮かび上がらせ新たに誕生させる｡幼児にとっては,それ
はとても楽しい活動のひとつと言える｡しかしややもすると色を塗ることは,書くことの二
次的な動作で常に書くことの次に廻され,書くことに制限を受けた苦しい動作になりかねな
い｡｢かく｣ことから独立して ｢ぬる｣というだけの活動ができたら表現活動にもっと弾みが
つくであろう｡
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o色紙をクレパスで違う色にぬりつぶす｡
o画用紙を絵の具でぬりつぶす｡
o新聞紙を墨でぬりつぶす｡
o古い机や椅子に白いペンキをぬる｡
o顔に絵の具をぬる｡
｡枠取られたマス目を絵の具でぬる｡
｢色紙変わるかな｣｢この色消えるかな｣という働きかけで,赤い色紙に青いクレパス,青い
色紙に赤いクレパス等でのぬりかえ遊び｡｢ぬる｣ことは下の色を隠すことでもある｡また,
色のぬ り重ねで不思議な色の発見も兄い出せるであろうO白い画用紙を絵の具で青く塗るO
色をたらして塗ったり,ぐるく.る塗ったり,全面に筆を動かして塗 りつぶすO塗れたら,床
につなげて置いていく｡｢川ができたぞ｣そんな助言は幼児の ｢ぬる｣動作に刺激となろう｡
｢川はもっと長いぞ｣教室を行ったり来た り,廊下に流れ出して庭につながって青い画用紙
の川はどこまで流れるのかな｡子供達は一人で何枚も何枚も繰 り返して塗るであろう｡その
うち橋や船や魚の発想も生れて新しい展開もはじまろう｡塗ることによって,物は新たに誕
生し,また変身し子供の世界の主役たり得ると言える｡｢ぬる｣ことを二次的な動作にばかり
閉じ込めておいたのでは,活気のある創造的な活動を呼ぶことはできないであろう｡
o指先で糊をぬる｡
o指に絵の具をつけてぬる｡
o指先で薬をぬる｡
o手にクリー ムをぬる｡
o身体に石けんをぬる｡
塗るという動作は,ゼリー状,あるいは流動的な材料を直接指先,手等で塗るという触覚
的な感覚機能を含めた動作でもある｡すべらか,なめらか,つるつる,ぬるぬるといった感
覚は,こうした直接経験を必要とするであろう｡だから接着力は強くも指先を汚さない糊は
幼児にとっては大切な要素を抜かれた糊と言うことができよう｡糊は塗るだけではなくて,
塗ってはる,塗ってつなげるという変化を生みその結果から発想を兄い出せば糊塗 りの活動
は楽しく続けることができるであろう｡
10 うめる ･うずめる(埋めろ)
｢うめる｣の基本的な意味は,くぼみや穴などに物を入れてふさく､こと,あるいは土や砂の
中に入れ込むことで,これに対して ｢うずめる｣は物の上に土などを盛 りあげ て覆 うこと
で,ヰ にあるものはどちらも隠れて見えなくなる意味は共通していると言える｡幼児にとっ
て,物が隠れて見えなくなるという変化に対しての興味は大きなもので,また無くなったも
のを再び兄い出すことによって,その興味は増幅されると言える｡｢隠れんぼ｣という遊びの
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楽しさにそうした活動をオー/ミ-ラップして見ることができるであろう.
o砂場に宝物をうめる｡
｡穴の中にタイムカプセルをうめる｡
o落し穴をうめる｡
o砂浜で身体をうめる｡
o雪の中にミカンをうめる｡
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埋めるための穴を掘ることや上にかける砂をかき集めることなどの動作の繰 り返しである
が,埋めて隠すことのためには,かけた砂をたたいた り,なでた り,平らにしたりの動作も
忘れてはならない0-万そうして巧みに埋められたものを見つけた時の喜びは,また埋める
時の知恵であり,工夫であ り,活力である｡宝物というのは埋める時の見たてよ り掘 りあ
て,見つけた時の見たてとしての表現であろう｡落し穴という,やや野蛮な発想の取 り組み
は穴を全部,埋めるわけにはいかない｡何とか工夫して穴の上だけをうまく隠して,見せか
けの穴うめにしなくてほ成功しない｡いずれにしろ,埋めることは反対の掘ること,掘 り返
すことと一体になっての動作で埋めることは掘ることの期待を呼び,掘ることは埋めること
の期待をふくらませると言えよう
o新聞紙の中に人をうずめる｡
o発泡スチロールの中に人をうずめる｡
o落ち葉の中に芋をうずめる｡
oダンボ-ルの山の中に人をうずめる｡
o花で砂場をうめる｡
埋めるための材料は新聞紙を丸めても,落ち葉を集めても,あるいは花を集めてもたくさ
ん量があれば可能であろうo新聞紙を丸めた り,破いた り,発泡スチロールを割った り,切
った り,落ち葉をはき集めた りの繰 り返しは,埋めることをはじめから想定しての活動であ
ってもよいし,また丸める破く,切る等の動作活動の終 りの幼児の発想からの展開でもよい
であろう｡
Oジグソ-パズルをうめる｡
o画用紙をクレヨンの点でうめる｡
oマス目をクレヨンでうめる｡
｡画用紙を陣取 りゲームの線でうめる｡
埋めるという言葉には,別にある場所をいっぱいにするという意味がある｡これを平面上
に置換してクレヨンで点をうった り,塗った り,線を引いた りの動作として取 り組むことも
考えられるであろう｡
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11 す く う (掬う)
液状や粉末状のものを手,さじ,ひしゃく,網などで上-かすめるようにして取 り出した
り,液状の中から物を取 り上げる動作で,すくって ｢移し｣｢運び｣｢落とし｣｢積み｣｢溜
め｣ ｢流し｣等,種 々な変化のある動作と複合していく活動である｡
o砂を手ですくう｡
o泥を空かんですくう｡
o水たまりの水を空かんですくう｡
｡葉っぱで水をすくう｡
0両手で水をすくう｡
oビニール袋で水をすくう｡
手で水をすくうのは砂をすくうのと同じわけにはいかない｡どんなにしっか り手を合わせ
ても,わずか先のその場所まで行くとはんのちょっとになってしまう｡すくっては運び運ん
では流し,流してはすくい,すくってほ溜めと水と砂や泥での活動は繰 り返され,いつの間
にやら水ももらさないしっか りした手のひしゃくができあがる｡その泥だらけの手は,また
柿の葉やふきの葉っぱで水をすくって運べるしなやかさも覚えるであろう｡こうした動作が
繰 り返されるためには,濡れた り汚れること-の心配感や嫌悪感を,まず取 り去っておかな
くてはならない｡また水を手ですくって運ぶという不合理さの中に返って活動の活力がある
と言えるが年令に即した困難点を見極めなくてはなるまい｡水たまりの水を空かんですくっ
ては捨て,すくっては捨てる動作は,ただ視覚的に水たまりの底が表われてくるという変化
ばか りでなく,｢ガラガラ｣｢ジャラジャラ｣という音の感触をも含んでの,身体の感覚的な
満足感や心理的な解放感が持続的な力となっているであろう｡
12 つ な ぐ (繋 ぐ)
名詞 ｢つな(網)｣の動詞化した言葉で,離ればなれのものをひとつづきのものに変えてい
く動作である｡｢むすぶ｣｢しぼる｣｢ゆわえる｣｢からめる｣｢とめる｣｢はる｣｢ひっかける｣
｢かさねる｣等の具体的動作を通してつながるわけであるが,幼児の動作としては難易度を
適当に選ぶことができ,長くひとつづきに変化していく様は活動を持続し繰 り返す活力とな
る｡
oひもをむすんでつなぐ｡
o輪ゴムをからめてつなくや｡
o針金をひっかけてつなぐ｡
o洗濯バサ ミをはさんでつなぐ｡
o紙テープをリングにしてつなぐ｡
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o葉っぱをホチキスでつなぐ｡
O花びらを糸でつなく小.
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ひもを ｢むすぶ｣という動作はつなげていく活動の中では,なかなかの難かしさを伴って
いよう｡しかし一つつなく､･ごとに長くなっていくひもに対しての興味は,長い蛇や長い電車
の発想を呼び,あるいは更に長くして蛇の道,線路などと長いひもを使っての活動が展開す
れば,楽しい期待のうちにむすぶ難かしさに取 り組むことができるであろう｡これも,長く
つないで ｢何を作る｣という働き掛けではなく,つないでつないで ｢どこまで続くかな｣と
いう働き掛けのうちに,子供達の見たてや発想を待つことでその活動を終始してよいであろ
う｡ホチキスで,セロテ-プで,輪ゴムで,糊でと材料や道具を使ってつなげる活動は年令
に相応する困難点をつけたすだけで楽しく展開しよう｡
｡ブロックとブロックをつなぐ｡
o机と机をつなく小o
o粘土と粘土をつなぐ｡
｡水たまりをつなぐ｡
｡線路をかいてつなぐ｡
物と物とがピタッと接触することができれば,それらはつながったと見ることができる｡
これは ｢ならべる｣ことと余 り差はないのだが,すき間なくならべば,つながっているとい
う発想である｡つなぐ方法も接着する道具も材料も何もいらないわけである｡また同じもの
どうLでなければならないということもないであろう｡こうしてつなげることで,長くなっ
たり,拡くなったり,高くなったりする活動は,ひとりひとりでつなげるより,みんなでつ
なげていくことによって,その規模が大きくなりそこに展開される世界は非日常的な場面に
なって,驚きと感動とまた活力を生み出すであろう｡
あ と が き
考察 ｢絵画製作｣一乳幼児における造形活動分析- (清泉論集第13号)に於いて兄い出し
た問題点は造形活動に於ける一回性の是非についてであった｡つまり一回性という限られた
取 り組みに,幼児の内面を疎外する要因があり,作品を作るという造形活動の反省と新たな
視点の獲得とが考察されたわけである｡その後,そうした考察を足掛により具体的な造形活
動のあり方を検討する課題がそのまま残されていたわけで,本年はそうした課題を図 ･工講
義の授業内容に組み入れ,学生とともに幼児の動作内容の検討とその継続的な指導方法のあ
り方を探ってみた｡本稿で1-12にあげた動作についての考察はその一部であるが大雑把で
具体性に欠ける面が多い｡今後ほより具体的な指導例も兄い出しながら更にこうした考察の
幅を拡めたい｡
